
株式会社三省堂学習参考書活用レポート 
〈世界〉を見る眼を養う 

～前近代から現代へ～ 

 

１．はじめに  

 本校では高 2・高 3にて「論理国語」を必修科目として設置しているほか、

選択科目の「現代文演習」を履修できるようにしている。現代文について、

授業内容と試験・入試における設問の乖離は生徒や指導者にとって長年の

課題といってよい。「論理国語」にて本文をじっくりし咀嚼し、筆者の論理

展開を追うトレーニングを行うことが重要であるのは言を俟たないが、一

方でその応用としての演習もまた不可欠である。 

 ただ本校では入試対策の演習科目を、試験会場という一点のみで通用す

る知識やテクニックを伝達するものではなく、大学やその後の人生におけ

る学びに接続させる場として捉えている。その意味で、どうしても読む絶対

量が少なくなる「論理国語」に比して、テンポよく多様な文章・ジャンル・

論者に触れられる演習科目には、〈世界〉を見る眼を多角的に養うことので

きる『現代評論キーワード講義』（以下「本書」）の相性が非常によいといえ

る。 

 

 

２．本書の特徴  

 本書は既存の現代文単語帳とは明らかに一線を画す。そもそも、多くの単語帳に収載されている「近代」

「ナショナリズム」などの語を、一回性の強い“点”としての〈単語〉と割り切ってしまうことに私は違和

感を覚えてしまう。それらはむしろ〈概念〉として、“面”で、文脈で、重厚な解説文で理解していくほか

ないのではあるまいか。著者である小池陽慈先生はそうした概念習得観について非常に意識的であり、そし

て誠実であると思われる。 

 まず、100あるテーマについての著述が、読み

物として非常に興味深い。文体は語りかけるよ

うな優しい口調でありながら、自分事として捉

えやすい具体例で噛み砕く説明と、肝となる難

解な概念を妥協せず複雑なまま理解してもらお

うという部分のバランスが見事だ。各テーマの

解説には『チ。 ─地球の運動について─』（「14 

科学革命」）、『寄生獣』（「39 表象」）などの人気

コンテンツの一節が援用されたり、「34 疎外」と

いうテーマの具体例としてハンドバッグ職人の

話題から筆を進めたりするなど、工夫が凝らさ

れている。これは若い読者に迎合しているので

は全くなく、むしろ近代・現代思想は身近に親し

む文化や日常生活にこそ伏流しているとする著

者の信念の表れなのだと思っている。 

本書 p36-37「14 科学革命」紙面 
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 加えて特筆すべきは、次の読書への理想的ないざないとなっている

点であろう。これほどまでに学術的な入門書・専門書からの引用とそ

の紹介を有機的に本文に取り込んだ学習参考書を、私は知らない。実

際、本校の生徒にも本書の「ブックガイド」が志望学部選びに結び付

いた者が複数名おり、広大な学問の沃野への入口として機能した。総

合型選抜試験などのいわゆる年内入試が生徒個人の探究活動に重点

を置く制度である以上、本書は一般入試の現代文に加えて、年内入試

における生徒の関心事項を深掘りする一助ともなるのである。 

 入試会場で、大学での文献調査で、あるいは企業活動の必要に迫ら

れて行う資料読解で、〈未知の概念〉に出会ってしまうと人は途端に

混乱する。制限時間の明確な入試問題ではなおさらだろう。本書はそ

うした〈未知〉を減らし、「この語が出てきたのならこんな展開にな

るかな」といった〈概念へのデジャヴ〉を養ってくれる。だからこそ、

受験生のみならず大学生や学び直しを切望する社会人にも、ぜひ本書

の語りに耳を傾けてほしい。他の書籍や報道を通じて見える〈世界〉

が広がっていくはずである。 

 

 

３．実際の活用方法  

※問題演習で使用するテキスト（以下「演習冊子」）は他社の１回完結型問題集を使用。 

① 初回の授業にて、本書の「目次」を全員で確認。気になるテーマについて、2～3 項を読む時間をとる。 

② 読み物として「すきま時間」などにどんどん読み進めるよう指示。学校図書館と連携し、紹介されてい

る書籍は優先的に購入してもらうよう依頼する。 

③ 演習冊子の解答が終わり次第、その文章と関連するテーマを本書から探して読み込むよう指示。一見し

て見つからなければ、文章とつながっていそうなテーマを選ばせ、発表させる。 

④ 文章に関連するテーマ、もしくは生徒が発表したテーマについて、本書の内容を全員で熟読。そこから

派生してページを移動することもままある。たとえば近年入試問題にも頻出の「99 ケアの倫理」は、「16 

主客二元論」「32 資本主義」「69 ジェンダー」などと密接に関連している。 

⑤ 定期試験では演習冊子に関連した読解問題のほか、本書を用いて範囲とするテーマの青字および黒太字

の語句を選択式で解答する問題を出題する。ただし、これはあくまで本書を読み込むことを目的とした

取り組みであり、語句の暗記が自己目的化してはいけないと重ねて指導する。なお、採択校は本文デー

タの提供を受けられる。 

⑥ 自学として入試過去問や演習問題に取り組む際も、理解が曖昧な概念があれば必ず本書で補強するよう

指示。 

 

 

 

 

 

巻末「ブックガイド」 
実際に生徒の志望学部選びや 
総合型選抜試験対策の参考になった。 
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〈⑤で紹介した定期試験での出題例〉 

 このように、本書を切り取ったうえで単純な穴埋め問題として使用することには、脱文脈的であるといっ

たさまざまな批判もあろう。しかし上記でも言及したように、この出題の目的は試験を活用して本書を深く

読み込み、その内容全般に触れさせることである。そのため試験前の授業では、本文の青字および黒太字の

部分にマーカーを引き、赤シートで隠して覚えるといったやり方を極力たしなめるようにしている。なお、

1 回の試験につき、範囲は 15 テーマほどを指定している。１年間の試験だけではすべてをカバーしきれな

いので、生徒の自学に任せるほかないが、本書の内容および本書を授業で用いることには生徒も大きな手ご

たえを感じているようである。 
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